
按
摩
は
中
国
よ
り
伝
わ
り
大
宝
律
令
の
医
療
制
度
の
一
科
と
な

っ
た
が
、
そ
の
後
、
医
家
に
注
目
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

江
戸
代
時
代
に
入
り
、
人
々
の
健
康
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
養

生
・
按
摩
に
関
す
る
書
物
が
著
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
中
期
に
な
り
、

大
久
保
道
古
は
『
古
今
導
引
集
』
（
一
七
○
七
）
を
著
し
、
宮
脇
仲

策
は
「
導
引
口
訣
紗
』
（
一
七
一
三
）
で
、
医
療
的
按
摩
に
つ
い
て

述
べ
た
。
香
川
修
庵
は
「
一
本
堂
行
余
医
言
」
二
七
七
五
）
で
、

按
腹
を
治
療
の
術
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
唱
え
た
。
賀
川
玄
廸
は

「
産
論
翼
』
二
七
七
五
）
で
、
按
腹
を
産
科
に
応
用
し
た
。
江
戸

時
代
後
期
に
な
る
と
、
按
摩
は
庶
民
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
も
の

と
な
っ
た
。
藤
林
良
伯
は
按
摩
の
入
門
書
と
し
て
「
按
摩
手
引
』

（
一
八
○
○
）
を
著
し
、
同
年
、
内
海
辰
之
進
に
よ
る
按
腹
の
専
門
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○
鈴
木
英
征
、
青
木
隆
明
、
戸
野
吉
浩
、
原
田
和
江
、

広
門
靖
正
、
濱
田
淳
、
長
尾
栄
一

江
戸
時
代
按
摩
手
技
の
文
献
的
考
察

書
『
按
腹
伝
』
が
出
版
さ
れ
、
次
い
で
太
田
晋
斎
が
『
按
腹
図
解
」

（
一
八
二
七
）
を
刊
行
し
た
。

富
士
川
は
「
目
①
言
四
ｍ
の
侭
①
冒
旨
冒
巳
（
一
八
九
九
）
で
宮
脇
、

藤
林
、
内
海
、
太
田
ら
の
書
物
に
み
ら
れ
る
按
摩
を
医
療
的
な
按

摩
と
述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
書
物
で
は
全
身
の
按
摩
術
を
詳
細
し
、

そ
の
主
流
は
按
腹
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

本
報
告
で
は
こ
れ
ら
の
耆
物
の
手
技
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

全
身
摩
擦
の
手
技
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
『
導
引
口

訣
紗
」
「
按
摩
手
引
」
「
按
腹
図
解
』
の
全
身
按
摩
の
部
分
か
ら
手

技
を
表
す
用
語
を
抽
出
し
た
。

「
導
引
口
訣
抄
」
で
は
「
摩
で
る
」
「
砕
く
」
「
解
く
」
「
動
か
す
」

「
分
肉
解
結
す
る
」
「
訣
」
「
摩
解
す
る
」
「
和
げ
る
」
「
甘
げ
る
」

「
按
摩
す
る
」
と
い
う
用
語
が
み
ら
れ
た
。
用
語
の
出
現
頻
度
を

「
摩
で
る
」
と
そ
れ
以
外
に
分
け
て
み
る
と
体
幹
、
頭
部
で
は
「
摩

で
る
」
と
そ
れ
以
外
が
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
り
、
上
肢
、
下
肢
で
は

「
摩
で
る
」
が
多
く
み
ら
れ
た
。
施
術
は
側
臥
位
で
、
順
序
は
下

肢
に
始
ま
り
、
肩
背
腰
部
、
上
肢
、
頭
部
、
体
幹
部
、
最
後
に
下

肢
で
終
わ
る
。
方
向
は
主
に
求
心
性
で
あ
り
、
遠
心
性
の
施
術
も

含
ま
れ
て
い
た
。
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『
摩
擦
手
引
」
は
絵
図
と
文
章
で
手
技
を
具
体
的
に
説
明
し
て

い
る
。
上
肢
と
下
肢
で
は
「
握
る
」
や
「
引
く
」
と
い
う
用
語
が
、

頭
頚
部
と
肩
背
部
で
は
「
曲
」
と
い
う
用
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い

た
。
施
術
は
坐
位
で
肩
背
部
か
ら
始
ま
り
、
頭
頚
部
、
再
び
肩
背

部
、
上
肢
に
行
い
、
側
臥
位
に
し
て
腰
殿
部
、
下
肢
で
終
わ
る
。

方
向
は
遠
心
性
で
あ
っ
た
。

『
按
腹
図
解
」
で
は
「
解
釈
」
「
調
摩
」
「
推
圧
」
な
ど
の
用
語

が
み
ら
れ
た
。
頭
部
で
は
「
解
釈
」
が
、
肩
背
部
で
は
「
解
釈
」

「
柑
循
」
「
循
柑
」
が
、
上
技
で
は
「
解
釈
」
「
調
摩
」
が
、
腰
殿

部
で
は
「
解
釈
」
「
推
圧
」
が
、
下
肢
で
は
「
解
釈
」
「
調
摩
」
「
摩

解
」
「
撫
摩
循
下
」
「
推
圧
」
が
み
ら
れ
た
。
施
術
は
伏
臥
位
あ
る

い
は
側
臥
位
で
背
腰
部
に
始
ま
り
、
頭
頚
部
、
肩
部
、
上
肢
、
背

腰
部
、
下
肢
、
背
腰
部
の
順
に
行
う
。
次
い
で
仰
臥
位
に
し
て
頭

部
か
ら
始
め
上
肢
、
下
肢
で
終
わ
る
。
方
向
は
遠
心
性
で
あ
っ
た
。

按
腹
の
手
技
を
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
も
の
に
『
按
摩
手
引
』

『
按
腹
伝
』
「
按
腹
図
解
』
が
あ
る
。
施
術
部
位
で
は
「
按
摩
手
引
」

は
胄
経
が
多
く
、
「
按
腹
伝
」
は
任
脈
経
を
除
外
し
て
い
る
手
技
も

あ
っ
た
。
施
術
方
法
で
は
「
按
摩
手
引
」
は
直
線
的
に
「
な
で
る
」

こ
と
が
中
心
で
あ
り
、
『
按
腹
伝
』
は
螺
旋
状
な
ど
手
の
動
作
に
特

徴
的
な
も
の
が
あ
っ
た
。
『
按
腹
図
解
」
は
「
産
論
翼
」
を
手
本
と

す
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
両
書
の
施
術
法
に
共
通
性
が
高
か
っ

た
。

施
術
は
前
胸
部
か
ら
始
ま
り
、
終
わ
り
に
は
胸
腹
部
を
な
で
て

い
る
。
季
肋
部
、
背
腰
部
、
側
腹
部
へ
は
全
書
と
も
類
似
し
た
手

技
が
使
わ
れ
、
腹
部
で
は
櫓
を
漕
ぐ
よ
う
な
表
現
が
共
通
し
て
あ

っ
た
。
腹
部
に
対
す
る
そ
の
他
の
手
技
は
各
書
に
特
徴
が
あ
っ
た
。

全
書
で
病
因
は
「
気
血
の
滞
り
」
と
さ
れ
、
按
摩
、
按
腹
に
よ

り
気
血
を
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
で
諸
病
の
治
療
を
行
う
と
し
て
い
る
。

（
筑
波
大
学
理
療
科
教
員
養
成
施
設
）
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